








それは、ステンレス発色の
　 　   オンリーワンテクノロジー

２通りの
反射がある

酸化皮膜（100 ～ 300nm）

ステンレス

ステンレス鋼の化学発色皮膜
　　  - 品質及び試験方法に関する JIS 制定しました。

発色原理の図 化学発色皮膜による多様な発色例
（コースターのサンプル品）

※ 経済産業省ＨＰより抜粋
　 掲載内容は経産省のＨＰにて
　 ご確認ください。

　当社では、オンリーワンの発色技術を用い、従来技術では出来なかった “ロット間の色のバ

ラツキ ” が小さくなるような工業的発色技術と従来発色法による “色ムラ低減が期待できる新た

な技術 ” を複合し確立しています。この技術を新しいサービス「O r o r u（オロル）」として市場

に展開しています。 

　この新しいサービスは、介護機器・医療機器・自動車産業・金属加工各メーカーを主体に、

機械部品メーカー、作業工具メーカー、厨房機器メーカー、住宅エクステリアメーカー及び娯

楽用機械メーカーなどあらゆる業界でご利用いただくことが可能です。 使用されるステンレス

用品・部品は、色調・デザイン性が向上し、経年的使用による錆等の劣化が減少するメリット

があります。 

　また、当社ではＮＥＤＯ（国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構）の『中堅・

中小企業への橋渡し研究開発促進事業』でステンレスを発色させる技術に挑戦。従来技術では

できなかった色ムラやロット間の色のバラツキの改善に成功し、世界で唯一の色調均一化を可

能としたステンレス発色技術〔※〕の事業化に結び付けています。

ステンレス鋼の表面は、化学処理で形成する皮膜によって発色できますが、近年、これに係る

技術が向上し、多様な発色と色の均一性が実現できるようになりました。今般、この発色する

ステンレス鋼の用途の拡大や発色部分の品質向上等を目的とし、ステンレス鋼の化学発色皮膜

を評価する J I S を制定しました。（2020 年 2 月 20 日より）
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